
NEnglJMed2006：  
354：2235－2249  

2003年12月及び2005年4月に固形臓器の移確を受けた2  
つの患者群の感染症について調べた。レシピエント全員  
（8名）の検体からリンパ性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV）が  
検出されたが、ドナー（2名）からは検出されなかった。  
2005年群のドナーはLCMVに感染したハムスターをペット  
として飼っていたが、2003年群の感染源は不明であった。  
レシピエント8例中7例は移植後9日から76日で死亡した。  

新規ヒトコロナウイルスHKUlは呼吸器及び腸疾患に関連  
する可能性があり、状態の不良な患者における持織性の  
無症候性感染との関連が考えられる。  

コロナウイルス  

感染  
Clin lnfect Dis 

2006：42：634－639  

A型肝炎  1998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV怒  
染と血液凝固因子との因果関係を調べるため、比較対照  
試験と分子学的HAV検出を行った。疫学的調査およぴ  
HAVRNA配列検査から、凝固因子V［（（の1ロットがHAV怒  
染に関与していたことが明らかになった。  

Epiderniollnfect  
2006；134：87－93  

ヨーロッパでのB型肝炎発生率は北西部が低く（1％以  
下）、南部が高い（5－15％）。北西部では抗H8cスクリーニン  

グが導入され、南部ではHBV－NATが導入される傾向が  
ある。B型肝炎ウイルス儒性となった供血看と血液の管理  
に関して、ヨーロッパではHBVDNA、HBc抗体陽性でHBs  
抗体レベルが100IU／L以上の場合は供血を鰍ナることが  
できるというリエントリー・アルゴリズムが検討されてい  
る。  

Transfusion200＄ニ  

46：1256－1258  

日本軸血学会雑誌  
52（2）：197第54回  

日本輸血学会総会  
2006年6月9－11日  

輸血用血液製剤のHBV、HCV、川∨について、2000年2月  
から2004年1月までの4年間の遡及調査を行った。調査  
は、主に複数回献血者において感染症マーカーが陽転し  
た場合に前回の血液サンプルを個別NATで精査するもの  
で、HBVについては50プールNAT，HBsAg．H8cAbのい  
ずれかの陽転例約16000人について前回の保管検体を  
調べた。副作用報告による感染例を合せると、日本では  
輸血によるHBV感染が1年に約19例、HCV感染は4年に1  
例、HIV感染は2年に1例起こるものと推定された。   
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日本輸血学会雑誌  
52（2）：198第5ヰ回  

日本輸血学会総会  
2006年6月9－11日  

医療機関において輸血後感染症の全数調査を実施した  
ところ、輸血後陽転例はH8Vで9例（0．9％）存在し、1例の  
みが輸血後8型肝炎と診断され、他の8例は感染晩期の  
H8Vキャリアで再活性化が起こったと考えられた。HCVと  
HtVでは輸血後陽転例はみられなかった。  

日本輸血学会雑誌  
52（2）：199第54回  

日本輸血学会総会  
2006年6月9－11日  

日本の献血者におけるHBVNAT陽性肴について解析し  
たところ、20歳代ではHBV感染初期、50歳代、60歳代で  
は感染晩期の陽性例が多かった。陽性敢の高い地域は  
千葉県から愛知県までの太平洋側と大阪府であった。  
HBVGenotypeAは101例（女性1例）検出され、全国に広  
がる傾向が見られた。  

日本輸血学会雑誌  
52（2）：234第54回  

日本輸血学会総会  
2006年8月9－11日  

2005年に全国の医療機関から日本赤十字社へ報告され  
た輸血感染症（疑い症例を含む）の現況とその傾向につ  
いての報告である。2005年輸血感染症症例（疑い症例を  
含む）報告数は12月22日現在280例で、内訳は、日日V：  
127、HCV：71、HEV二2、HIV：2、CMV：3、ヒトパルボウイル  

スB19：3、細菌：52であった。この内、輸血との因果関係  

が高いと評価した症例は、H8V：10例、HCV：1例、HEV：l  
例、ヒトパルボウイルス819：3例であった。  

スペインの肝臓及び消化器専門クリニック数施設におけ  
る急性C型肝炎の全報告例についてレトロスペクティプ疫  

学解析を行った。1998年から2005年の急性C型肝炎患者  
103例を対象とした。大部分の症例で感染に関連する唯  
一の立証されたリスクファクケーは入院であった。  

41＄tAnnual  
Meetingofthe  
European  
Assoc；ationforthe  
Studyof廿】eLiver  

2006年4月26－30日  

2005年に、英国国内で感染したE型肝炎の症例が、バー  
ミンガム市内の病院で8例発見された。E型肝炎は美園で  
はまれな疾患と考えられており、通常は流行地への凛航  
後に発症する。急性肝炎の患者すべてに、渡航歴とは無  
関係にHEVの可能性を考慮する必要がある。   

JMed Vir012006：  

78：473－ヰ75  
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日本匡l有のE型肝炎ウイルスの分子字的追跡を行った。  

日本で回収された遺伝子型3HEV24株および遺伝子型  
4HEV24株は、821ntRNAポリメラーゼ遺伝子フラグメント  
から成る系統樹で、外国株とは明らかに異なるクラスター  
を示した。ヌクレオチド置換速度から、日本固有HEVの先  
祖は、美園から日本へヨークシャ種のブタが細入された  
1900年頃進入したと考えられた。遺伝子型3の進化は  
1920年代から始まり、遺伝子型4は1980年代から急速に  
広まった。日本におけるHEVの土着化と蔓延は豚肉摂食  
の大衆化と関連する。  

狩猟、屠殺、飼育を通して非ヒト霊長類（NHP）の血液と接  

触がある中央アフリカ人930名の血しょう検体を用いて、  
HTLV多様性を調べた。ウエスタンプロット法で陽性の13  
例から、PCRによりプロウイルスを増幅し、系統発生学的  
分析を行った。その結果、HTLV－3とHTLV－4と名づけた  
新しいウイルスの感染例（2例）が明らかになった。HTLV－  
3は、今までヒトでは見られなかったSTLV－3に属する。11  
例でマンドリル由来のものなど、多様なHTLV－1感染が見  
られた。   

オランダで2002年11月に全国紙－の皮膚消毒法（7肌イソ  
プロピルアルコールを用いたダブルスワブ消毒）が導入さ  
れた。2002年から2003年に、プールされた軟層由来の濃  
縮血小板113．093例をスクリーニングしたところ、新消毒法  

導入後の初回陽性は0．85％で、導入前の0．95％と比べ、わ  

ずかな減少あった。初流血除去バッグを使用していた施  
設では細菌汚染の頻度は有意に低く、新消毒法導入前  
は0．5％、導入後は0．37％であった。アフェレーシス濾相血小  

板は8000例中24例（0．3％）が初回陽性であった。  

JGen V；r012006；  

87：949－95ヰ  

Intern8tional  

Conference on  

Emerging Infectious 

Di＄eaSeS2006：Mar  
19－22：Atlanta．  

Georgia，AbstYaCtS  
＃50  

日本赤十  
字社  

合成血  
人血液  日本  

有効成分  細菌感染  2006／09／29  Transfusion2006：  

46：476－485  

細菌感染  血小板供血歴の長い、無症候性の58歳男性由来の血小  
板が半球症リステリア惰性であった。パルスフィールドゲ  
ル電気泳動パターンはCDCデータベース中の他の2例の  
半球症リステリア分離株と一致したが、疫学的な関連性  
は見られなかった。  

Transfusion2006こ  

46二305－309  

米国疾病対策予防センターは、／くハマのグレートエグ  

ズーマ島におけるマラリア発生を確認し、旅行者に対して  
抗マラリア薬の使用を勧告した。2006年6月29日現在、患  
者数は合計18例で、うち4例が旅行者である。全員  
P暮asmodiumfalciparumに感染していた。   

CDC2006年6月30 日  
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マラリア   ProMED－  キルギスタンの首都で79例のマラリア症例が登録され  
mai120060824．1758   た。予防手段を講じているにもかかわらず、流行が拡大  

中である。住民に問題を理解させるのが難しく、衛生疫学  
監視センターの職員は時々しか殺虫剤を散布できない。  

の国々に広がっている。2008年2月以降に初めてトリの  
H5Nl感染を報告した国は、イラク、ナイジェリア、アゼル  

バイジャン、ブルガリア、ギリシャ、イタリア、スロペニア、  
イラン、オーストリア、ドイツ、エジプト、インド、フランスの  
13カ国にのぽる。  

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12  
月7日に死亡した5歳の少年の血液検体を調べた。RT－  
PCRにより、血焚lまH5Nlインフルエンザウイルス陽性で  
あった。ウイルスを分離し、遺伝子配列を決定したところ、  
A／Thailand／NK165／05accessionno．DO37259l，8であっ  
た。ヘムアグルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子について  
系統遺伝学的分析を行ったところ、2004年初めにタイで  
発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じで  
あった。  

http：／／www．who．int  

／csr／don／200（し02＿  

21b／enパndex．html  

EmerghfectDis  

2008：12：104卜  
1043  

アイオワ州では2005年12月以来、おたふくかぜが大流行  
中で、2008年4月20日時点で、疑い例も含め、1000例以上  
がアイオワ公衆衛生部に報告されている。おたふくかぜ  
の輸血による伝播に関する現在の知見に基づき、AABB  
の輸血伝播病委員会およびFDAは、血液収集施設が行う  
べき予防的アプローチを承認した。  

AA8日Association  

Bulletin＃06－04  

2006年4月26日  

パルボウイル  
JInfectDis2006こ 194：154－158  

ヒトパルボウイルスB19DNA（1．6xl椚∪／mL）を含むプール  
血兼の輸血後、B191gG傾性の患者では抗体価が19－39  
【U／mLから50，TOOル／mLに上昇して再感染を防いだ。そ  
れに対し、陰性の患者では、1．8－2．2xl椚∪／mLの  
B19DNAの存在下で、プール血渠のIgGレベルが  
59．5IU／mLでは819の伝播とセロコンバージョンを防ぐの  
は不十分であることがわかった。   
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PrPcは全身の多数の組織に存在し、血小板に大王に存  
在する。静止血小板ではα顆粒牒上に存在することが知  
られているが、その生理学的機能は不明である。血小板  
中のPrPcの局在を調べたところ、血小板が活性化する  
と、血小板表面上にPrPcが一時的に発現し、続いて、微  
小胞およびエキソソーム上への放出が起こることが明ら  
かとなった。血小板由来エキソソーム上にPrPcが存在す  
るということは、血中でのPrPc輸送および細胞間伝播に  
おけるメカニズムを示唆する。  

Btood2006；107：  

3907－3911  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

美園保健省Press  輸血と関連したvCJDの新たな症例が見つかった。患者  
は、供血後20ケ月でvCJDを発症したドナー由来血液の輸  

．  

存命中で、国立プリオン病院の医師による治療を受けて  
いる。この症例は輸血関連vCJD伝播としては3例日であ  
り、VCJDが輸血によってヒトーヒト感染しうることを示す新  

たな証拠となるだろう。これら3例は、血渠分画製剤の投  
与ではなく、すべて血液成分の輸血と関連している。  

Statement  

htゆノ／www．hpa．org  

uk／hpa／news／a止ic】  

es／press＿releases／  

2006／060209＿dd，ht  
m  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

慢性消耗病（CWD）のシカの骨格筋中に感染性プリオンが  
含まれているかどうかを、シカのプリオンを発現するトラン  
スジェニツクマウスにおいて検討した。CWDに感染したシ  
カの骨格筋抽出物を脳内に按種したトランスジェニックマ  
ウスは360～490日後に、脳抽出物を接種した群は230～  
280日後に、進行性神経症厳を呈し、これらのマウスの脳  
にはPrPscが検出された。正常シカの抽出物を接種した  
対照群では発病しなかった。  

SGience2006：311： 1117  

2004年2月に50鼓の日本人男性がCJDサーベイランス委  
員会に報告された。男性は美園およぴフランスに滞在歴  
があった。2001年8月に発病し、2003年1月には脳脊髄液  
は14－3－3蛋白質陽性であった。PrPi宣伝子解析では変異  
は見られなかった。2∞3年12月にはMR【と脳波より、＄  
CJD可能性例と診断された。2004年12月に死亡し、剖検  
によりvCJDと診断された。日本初のvCJD確定例である。  

bncet2006：36了： 874  

vCJD専門家が、ヒツジとヤギにおける非定型スクレイ  
ピーの危険性を警告している。ヒトに感染するおそれがあ  
るため、、現在18月齢以上のヒツジに行われているTSE  
検査を、もっと苦いヒツジに対しても行うように求めてい  
る。   

Svnday Herald 
2008年3月5日  
ht旬：／／www．sunday  
herald．GOm／54442  
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フェルトヤコ  ら得られた虫垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリ  
オンに暢性染色であった3例（虫垂）について、プリオン蛋  

白の遺伝子型分析を行った。3換休中2例で分析が可能  
であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子（PRNP）コドン129の  
Valがホモ持合体であった。今まで、VCJD患者は、  

l  l   l  l   l   

Met／Valのヘテロである医原性の1例を除いて全て、  
l   l   l   l   l  l  l  

プ病  

l  lPRNPのコドン129がMetのホモ接合体rCあり、Vaiホモ梓l   
合体がvcJDに対し感受性があることが初めて示された。  

英国は、1990年代に輸出された英国製の血液製剤から  
のvCJD感染の危険性について、輸出先の14カ国に連絡  
を行った。輸血を介したvCJD感染は美園では3例報告さ  
れており、未発症の感染者からの供血により引き起こさ  
れる災害の「第二の波」が懸念される。最も危険性の高い  
ブラジルとトルコや、ブルネイ、アラブ首長国連邦、イン  
ド、ヨルダン、オマーン、シンガポールに予防措置をとるよ  
う勧告した。  

異型クロイツ  
フェルト■ヤコ  

ブ病  

The Guardian 2006 
年5月2日  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

Science2006：313：  92－g4  TSEの前兆期に、スクレイピーに感染させたハムスターの  血液中のPrPScをPMCA（proteinmiミbldhgcyc“c  
ampli¶cat加）法を用いて生化学的に検出した。潜伏期間  
の初期には、おそらく血液中に検出されたPrPSGは末梢  
でのプリオンの複製に由来していると思われる。啓染して  
いるが発症していない動物の血液中のプリオンを生化学  
的に検出することができるということは、TSEの非侵襲的  
早期診漸を期待させる。  

ProMED20060205－  0040  インド洋西部でチクンケンヤウイルスによる感染症が流行  している。レユニオン島では2006年1月下旬の1週間だけ  
で1万5千人増え、計5万人に達した。モーリシャス当局は  
ウイルスを媒介するヒトスジシマカの駆除を決定した。  

ウイルス感染  米国において、ブタのノロウイルスについて調べるため、  
正常なブタの糞便275検体をRトPCR法によりスクリーニ  
ングした。6例が陽性で、遺伝子配列分析の結果、ゲノグ  
ループⅠⅠの型と潜在的組み換え型が同定された。1つの遺  

伝子型は遺伝子的、抗原的にヒトノロウイルスと関連性  
があった凸   

2005；11：1874－  ErnerglnfectDis  1881  

50／195ページ  



2005年4月1日から2006年2月28日の間に、フランスで307  
例のテクングンヤ輸入例が同定された。平均年齢は47歳  
（7－81歳）であった。月別の輔入例数はレユニオンでの発  

生状況と関連が見られた。自発例は2006年3月に1例発  
生したが、輸入例患者を看護した看護師で、インド洋への  
旅行歴はなく、血液の暴蕎による感染と考えられた。  

2006：11（4）：080420  

非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去するこ  
とにより、非A－E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が  
得られた。これらの内の一つをNVイと名づけたが、部分  
的オープンリーディングフレームを含み、非A－E肝炎患者  
69例中17例（24．6％）に検出された。NV－F陽性患者65例中  
49例（75．4％）の血清中に抗NV－F抗体が検出された。また  

免疫蛍光分析により、抗原は患者の肝細胞に存在するこ  
とが明らかとなった。NV－Fはヒト肝炎に関連する新規の1  
本鎖DNA断片である。  

ヒトにおけるVesiviru＄感染を調べるために、米国オレゴン  

州の赤十字血液検査研究所で1998年から1999年に供血  
着から集められた血清765例について検査した。その結  
果、抗体陽性率は、健常ドナー群で12％（374例中44例）、  
高ALT値群で21％（350例中73例）、感染が原因と疑われ  
る肝炎患者群で29寂41例中12例）、輸血または透析に関  
連した肝炎患者群でヰ7％（15例中7例）であった。RT－PCR  
試験を実施した112血清検体中11検体（9．8％）が陽性で、  
既知のVesivimsと関係があった。  

Jrnfect Dis2006：  

193：1089－1097  

JMed Viro12006ニ  

78：693－701  

リンハ1生脈絡髄 暖炎  2003年12月及び2005年4月に固形臓器の移植を受けた2  
つの患者群の感染症について調べた。レシピエント全員  
（8名）の検体からリンパ性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV）が  
検出されたが、ドナー（2名）からは検出されなかった。  
2005年群のドナーはLCMVに感染したハムスターをペット  
として飼っていたが、2003年群の感染源は不明であった。  
レシピエント8例中7例は移植後9日から76日で死亡した。  

N Eng】JMed200（5：  

354：2235－2249  

新規ヒトコロナウイルスHKUlは呼吸器及び腸疾患に関連  
する可能性があり、状態の不良な患者における持続性の  
無症候性感染との関連が考えられる。   

コロナウイルス 感染  
Clin lnfect Dis 

2006：42：634－639  
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A型肝炎  EpidemiolInfect  
2006：134：8ト93   

杖験と分子学的HAV検出を行った。疫学的調査およぴ  
HAVRNA配列検査から、凝固因子V［（［のlロットがHAV感  
染に関与していたことが明らかになった。   H  M  円  円  

‾－－‾－  

ヨ＝古；；マ奇石白雪蕗盛衰吏垂1ま元高葡が鹿モモ1盲訂  
下）、南部が高い（5－15％㌔北西部では抗H8cスクリーニン  
グが導入され、南部ではHBV→NATが導入される傾向が  
ある。B型肝炎ウイルス陽性となった供血看と血液の管理  
に関して、ヨーロッパではHBVDNA、HBc抗体陽性でHBs  
抗休レベルが1001∪／L以上の場合は供血を績lナることが  
できるというリエントリー・アルゴリズムが検討されてい  
る。   

輸血用血液製剤のHBV、HCV、HlVについて、2000年2月  
から2004年1月までの4年間の遡及調査を行った。遡及調  
査は、主に複数回献血者において感染症マーカーが陽転  
した場合に前回の血液サンプルを個別NATで精査するも  
ので、HBVについては50プールNAT，HBsAg，HBcAbの  
いずれかの陽転例約16000人について前回の保管検休を  
調べた。副作用報告による感染例をあわせると、日本で  
は輸血によるH白∨感染が1年に約19例、HCV感染は4年  
に1例、H【∨感染は2年に1例起こるものと推定された。  

Transfusion2008：  
46：1258－1258  

日本輸血学会雑誌  
52（2）：197第54回  

日本輸血学会総会  
2006年8月9－11日  

B型肝炎C型 肝炎  日本輸血学会雑誌  
52（2）ニ198第54回  

日本輸血学会総会  
2006年6月9－11日  

医療機瀾において輸血後感染症の全数調査を実施した  
ところ、輸血後陽転例はH8Vで9例（0．9％）存在し、1例の  
みが輸血後8型肝炎と診断され、他の8例は感染晩期の  
HBVキャリアで再活性化が起こったと考えられた。HCVと  
川∨では輸血後陽転例はみられなかった。  

日本輸血学会雑誌  
52（2）：199第54回  

日本輸血学会総会  
2006年6月9－11日  

日本の献血者におけるHBVNAT陽性舌について解析し  
たところ、20歳代ではH8V感染初期、50歳代、60綾代で  
は感染晩期の陽性例が多かった。陽性数の高い地域は  
千葉県から愛知県までの太平洋側と大阪府であった。  
HBVGenotypeAは101例（女性1例）検出され、全国に広  
がる傾向が見られた。   
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盃6盲至だ皇宮有産雇麗由盲；ち盲衰高手草鞋て諒書き打  

た輸血感染症（疑い症例を含む〉の現況とその傾向につ  
いての報告である。2005年輸血感染症症例（疑い症例を  
含む）報告数は12月22日現在260例で、内訳は、H8V二  
127、HCV：71、HEV：2、H［∨：2、CMV二3、ヒトパルボウイル  
スB19：3、細菌：52であった。この内、輸血との医果関係  
が高いと評価した症例は、HBV：70例、HCV二1例、HEV：1  
例、ヒト／くルポウイルスB19：3例であった。  

スペインの肝臓及び消化器専門クリニック数施設におけ  
る急性C聖肝炎の全報告例についてレトロスペクティブ疫  
学解析を行った。1998年から2005年の急性C型肝炎患者  
103例を対象とした。大部分の症例で感染に関連する唯  
一の立証されたt」スクファクターは入院であった。  

盲末裔瓦草書謹話  
52（2）：234第54回  

日本輸血学会総会  
2006年6月9－11日  

C型肝炎  41stAnnuat  
Meetingofthe  
European  
Association for the 
Studyofthe Liver  
2006年4月26－30日  

2005年に、英国国内で感染したE型肝炎の症例が、バー  
ミンガム市内の病院で8例発見された。E型肝炎は美園で  
はまれな疾患と考えられており、通常は流行地への渡航  
後に発症する。急性肝炎の患者すべてに、渡航歴とは無  
関係にHEVの可能性を考慮する必要がある。  

日本国有のE型肝炎ウイルスの分子学的追跡を行った。  
日本で回収された遺伝子型3HEV24嫌および遺伝子型  
4HEV2ヰ株は、821ntRNAポリメラーゼ遺伝子フラグメント  
から成る系統樹で、外国株とは明らかに異なるクラスター  
を示した。ヌクレオチド置換速度から、日本国有HEVの先  
祖は、英国から日本へヨークシャ種のブタが輸入された  
1900年頃進入したと考えられた。il伝子型3の進化は  
1920年代から始まり、遺伝子型4は1980年代から急速に  
広まった。日本におけるHEVの土着化と蔓延は豚肉摂食  
の大衆化と関連する。  

狩猟、屠殺、飼育を通して非ヒト霊長類（NHP）の血液と接  
触がある中央アフリカ人930名の血しょう検体を用いて、  
HTし∨多様性を調べた。ウエスタンプロット法で憬性の13  

例から、PCRによりプロウイルスを増幅し、系統発生学約  
分析を行った。その結果、HTLV－3とHTLVr4と名づけた  
新しいウイルスの感染例（2例）が明らかになった。HTLV－  
3は、今までヒトでは見られなかったSTし∨－3に属する。11  
例でマンドリル由来のものなど、多様なHTLV－1感染が見  
られた。   

JMed Viro12006：  

78：473－475  

JG8n Viro12006：  

87：949－954  

【ntemational  

Conference on  

Emerging lnfectious 
Diseases2006：Mar  
19－22：Atlanta．  

Georgia，Abstracts  
＃50  
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措直  

ダルテパリ  有効成分  ホ  無  無  
ンナトリウム   

145  ‖  ‖  ‖  
ストラリア、  
アルゼンチ  

ン  

米国  
有効成分  ウシの軟骨  コンドロイチ  

ン硫酸ナトリ  
ウム  

‾‾i詞‾‾亘扇訂†前亘一誌云蕗‾  ニプロ ファーマ  
コンドロイチン硫懐ナトリウム・サリチル  
酸ナトリウム  

中国、アメリ  
カ、カナダ、  
オーストラリ  

ア  

有効蔵脊  ヘパリンナト  

リウム  
ヘパリンナトリウム注射液  
へ／くリンナトリウム  

ニプロ フ7－マ  

■‾てiオー至誠岳7す6福豆1扁i首‾  

ブタの小腸粘 旗  

製造工程  
乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥組織培養不活性化狂犬病ワクチン  

胚初代培養 細胞  
ニワトリ  

日本、米  

化学及血 清療法研 究所  

‾  
ii訂乏扇呑アナ∂福引訪云訂  

宵、メキシコ  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥組織培養不活化A型肝炎ワクチン  
乾燥弱毒生乱しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  
乾燥細蘭培養不活化狂犬病ワクチン  

トリプシン  
ブタ膵臓  裏藩王福  

‾てi訂‾蕗繭万訪扇挿蕗汀‾  

カナダ、米 国  清療法研  
化学及血  究所  

有効成分  乾燥ガスえそウマ抗毒素  
ガスえそウマ抗毒素  
乾燥ジフテリア抗毒素  
乾燥ボツリヌス抗毒素  

ウマ血液  日本  
ウマ免疫グ  
ロブリン  清療法研  

化学及血  究所  
1501200（5／10／05160532  
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沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

血液  
ウシ血液  化学及血  

清療法研  
究所  

カナダ、イタ  
リア、米国  

製造工程  沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降精製百日せきワクチン  

パンクレアチ  
ン  

ブタ膵臓  
化学及血  
清療法研  
究所  

2006／10／05  

製造工程  
化学及血  
清療法研  
究所  

‖  
浅海葡好古盲すぎララ亨げテ葡繭謹  
合ワクチン  

沈降精製百日せきワクチン  

アポセルロ  
ブラスミン  

ヒト血液  日本  
非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去するこ  
とにより、非A－E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が  
得られた。これらの内の一つをNV－Fと名づけたが、部分  
的オープンリーディングフレームを含み、非A－E肝炎患者  
69例中17例（24．6％）に検出された。NVイ愕性患者65例中  
49例（75．4％）の血清中に抗NV－F抗休が検出された。また  

免疫蛍光分析により、抗原は患者の肝細胞に存在するこ  
とが明らかとなった。NV－Fはヒト肝炎に関連する新規の1  
本鎖DNA断片である。  

日本におけるヒトポカウイルス（日日oV）検出状況を調査し  
た。2002年10月～2003年9月、2005年1月～7月の2シー  
ズンに、小児下気道感染症患者318例から採取した1咽  
頭スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基配列を決定し  
た。318例中18例（5．7％）でHBoVが検出され、検出された患  

者の年齢は7ケ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中  
していた。HBoVは様々な呼吸器感染症の原因ウイルス  
になっていると推定された。  

カナダ公衆衛生局は最近4例のカナダ人旅行者でテクン  
ケンヤ感染が原因と思われる疾患を確認した。これらの  
患者はレユニオン島などへ旅行し、2月から3月の初めに  
発症した。ヨーロッパでも帰国者による輸入例が報告され  
ている。インド洋南西諸島で2005年3月から2006年4月22  
日までの間に公式に報告されたテクンケンヤ感染例は  
3877例であるが、実際には255000例に達すると思われ  
る。インドでは2005年12月以来、テクンケンヤウイルスの  
アウトブレイクが報告され、2006年4月20日現在、153324  
例に達する。   

2006／10／05  JlnfectDis2006：  
193：1089－1097  

第80同 日本感染  
症学会総会・学術  
講演会  

ウイルス感染  カナダPublic  
Hea［thAgencyof  
Canada2006年5月  
26日  
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lfor 

間も非常に長いことが示唆されている。また、未確認では  
あるが恐らくかなりの散の血液ドナーが、欧州における  
BSE激増中にフランスで感染した可能性がある。これらの  
ことから、FDAは1980年以降フランスで血液又は血液成  
分の輸血を受けた着からの供血を無期限に停止するとい  
う予防策の導入をガイダンス案として発表した。  

tndustry（DRAFT  
GUIDANCE）  
FDA／CBER  
August 2006 

ヒト尿  
ウリナスタチン  

日医工  

ウリナスタチ ン  

ケルテパリ  
ンナトリウム  

ヲす木藤箱碩  ダルテパリンナトリウム  
日医エ  

15512006／10／05  

ウシ肺臓  フィブリノゲン加第XⅢ因子  アブロチニン  
液  

コンドロイチ  
ン硫酸ナトリ  
ウム  

化学及血 清療法研 究所  

牛の軟骨  コンドロイチン硫酸鉄コロイド  宇治製薬  2006／10／04  

海洋起源のVesivims感染がヒトでどの程度広がっている  
かを調べた。供血基準をクリアした供血舌群、ALT値が高  
いため供血不可であった供血者群、非A－G肝炎患者群、  
および輸血または透析に関連した肝炎患者群由来の血  
清をVesivirusに対する抗体ならびにゲノムについて検査  
した。Vesivimsビリオンに対する血清陽性は、各々、12％．  

21％，29％．47％であった。RT－PCRの結果、SMSVVesivirus  
などとの関連性が示され、感染がヒトに広くみられること  
が明らかになった。  

JMedViro】2008： 78：693－701  

フィブリノゲン加第XⅢ因子  

フィプリノゲ  

ン  

ヒト血液  
ZしBベー  

リング  
15812006／10／05  

60540に同じ   有効成分  米国、ドイ  
ツ、オースト  

リア   

ヒト血液  
フィプリノゲン加第×Ⅲ因子  r古ジ筐ジ有  ZLBベー  

リング  
JMed Viro12006；  

78：693－701  
2006／10／05  
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フィブリノゲン加第XⅢ  

60540に同じ   
哲蓮王短  ヒト血液  

フィブリノゲン加第XⅢ因子  ZLBベー  

リング  
JMedViro12006；  

78：693－701  アンチトロン ビン  
16112006／10／05  

ツ、オースト  
リア  

製造中止  
褒蓮王海  ヒツジの血液  百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  

沈降精製百日せきワクチン  
百日せきワクチン  

ヒツジ血液  

デンカ生 研  
16212006／10／05  

ウシの乳  ワイル病秋やみ混合ワクチン  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
コレラワクチン  

日本脳炎ワクチン  
乾燥日本脳炎ワクチン  

ポリペプトン  
デンカ生 研  

163t 2006／10／05  
ポーランド  製造工程  

製造工程  
ラクトアルブ  
ミン水解物  

ウシの乳  
テンカ生 研  ランド又は  

オーストラリ  ニュージー   ア  
16412006／10／05  

製造工程  
カザミノ酸  ウシの乳  沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  

ニューソー  
ランド又は  
オーストラリ  
ア  

テンカ生  

研  
16512006／10／05  

ハートエキス  
裏造王密  

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
破傷風トキソイド  

ウシの心臓  ニューー  
ジ ランド  

デンカ生  

研  

2006／10／05  
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●1   

‾‾†岳ラ  2006／10／05  岩石云49  デンカ生  日本脳炎ワクチン   造工程  宥  無  無  ハンタウイルス  GDC／MMWR  2006年1月から3月にかけて、米国ではArizon乱New  
研   乾燥日本脳炎ワクチン  Week】y2006：  Mexico．NorthDakota，Texas．Washingtonの5つの州で計  

55（22）：627－629   9例のハンタウイルス肺癌侯群ヒト確定症例が報告され  
た。2005年に降水上が多く、げっ歯類が増加したことが原  
因として考えられ、2006年度はヒトでの感染の危険性が  
高くなることが示唆される。   

168  200（；／10／05  60550  テンカ生  沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  ペプトン  ブタの胃  日本又はア  製造工程  有  無  ■  レンサ球菌惑  感染症学雑誌  比較的輔とされるブタ連鎖球菌による髄膜炎の症例報告  
研   合ワクチン  メリカ  染   2006；80（S）：297第  

沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  80回日本感染症学  
沈降破傷風トキソイド  会総会学術講演会   
百日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  にブタ連鎖球菌が同定された。未明理の豚肉から感染し  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  たと考えられ、中国では集団感染が発生したこともあり、  
百日せきワクチン  感染の危険性について認識が必要と思われる。  
破傷風トキソイド  

E型肝炎  日本軸血学会雑誌  
／第54回日本輸血  

学会総会2006：52  
（2）：231   HEV問診に該当したのは765名（0．3％）で、その内の1名  

（0．1射lこHEVRNAが認められた。HEVNATスクリーニン  
グ陽性看は20名（HEV問診該当者1名を含む）で、陽性畢  
は1／1LO90であった。陽性看の多くはALT値が正常で  
HEV抗体は陰性であった。道内の献血者のHEVRNA陽  
性串は予想以上に高い。   

169  2006／10／05  60551  デンカ生  ウシ胎児血  
研   ご土 ′R   液   

170  2006／10／05  60552  デンカ生  
研   

171  2006／10／05  60553  デンカ生  ウサギ血清  ウサギの血液  アメリカ  製造工程  ■  無  ホ  
研   
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ウシの乳  
スキムミルク  沈降精製百日せきジフテリア碩憮風i昆  

合ワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
盲日せきジフテリア破傷風混合ワクチン  
ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降精製昔日せきワクチン  
百日せきワクチン  
ジフテリアトキソイド  
破傷風トキソイド  
コレラワクチン  
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